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第 3 章では，出力1.2kWの連続発振 YAG レーザ光のファイパ伝送特性および乙れによる溶接特性を
従来の直接照射光学系との比較で検討した結果，および加工特性の差異を考察している。
第 4 章では，ファイパでレーザとロボットを結合したレーザロボティックスを提案し，乙れによるフラ
ットパック 1 C のはんだ付装置を開発し，はんだ付特性およびはんだ付されたデバイスの信頼性など，実
用化のための基礎知見を述べている。











(2) 1.2 kW級の連続発振YAG レーザをファイパ伝送し， G 1 型および S 1 型の 2 種のファイパを用いた
場合の出射光の特性，および乙れを集光してレーザ溶接特性を検討した結果を明らかにしているQ




(3) ファイパ伝送によるレーザロボットを構築し，熱敏感なフラットパック 1 C のろう付装置を開発し，
従来法に比べて接合部の信頼性と生産性の向上，および 1 C の品質向上に著しい効果のある乙とを確認
し，生産現場への導入に成功している D
(4) 切削加工における切屑切断にレーザー溶断法を適用し，切削条件と必要レーザエネノレギーとの相関性
を熱、伝導理論lζ基づく次元解析により明らかにしている。また，内ぐり旋盤と歯切り盤よりなる複合切
削加工機を構築し，切屑切断とばり除去に供するためのファイパ伝送レーザ加工ヘッドを開発し， FM 
S 実験プラントでの信頼性および整合性確認試験lとより実用化のための基礎知見を得ている。
以上のように，本論文は大出力YAG レーザ光のファイパ伝送により，加工の自由度と安定化，および
レーザ加工の適用範囲のそれぞれの拡大を提案 L実証したものであり，得られた成果はレーザ加工学の上
で貢献すると乙ろ極めて大である。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認めるo
向。ヴ
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